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編
集
後
記

　新年、明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。
　さて、今年は宍粟市にとって節目の年です。宍粟市が発足して10 年、宍粟藩が成立して400 年、宍粟の歴史
も記される播磨国風土記が編さんされて1,300 年となります。 賢者は歴史に学ぶ” という諺もありますし、この
機会に宍粟の歴史を学んで賢者になってみようかと考えています。先ずは 10 年間の「広報しそう」を読み返す
ことをから始めてみようかと年頭にあたり決意しています。市のホームページと市立図書館では「広報しそう」の
バックナンバーをご覧いただけますので、興味のある方はぜひご覧ください。本年も「広報しそう」をよろしくお
願いします。　　	 真

宍
粟  
歴
史 

再
発
見

宍
し
さ
わ
の
こ
お
り

禾
郡
を
巡
る
⑨

「
播
磨
国
風
土
記
」
の
世
界

宍
禾
郡
の
動
物
た
ち

〜 

第
20
回 

〜

今月の
オススメ

図書館カレンダー
     休館日   　館内整理日（休館）

［開館時間］ 午前10時〜午後5時30分

　
体
調
の
変
化
の
チ
ェ
ッ
ク

や
高
齢
者
が
な
り
や
す
い
病

気
の
対
処
法
な
ど
、
身
近
に

い
る
家
族
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た

め
の
予
防
法
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
播
磨
国
風
土
記
」
に
狐
は

出
て
き
ま
せ
ん
が
、
昔
は
同
じ

く
ら
い
身
近
だ
っ
た
狼
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
風
土
記
は
地
方

の
実
情
を
調
べ
る
た
め
の
朝
廷

の
命
令
に
基
づ
く
報
告
書
で
、

調
査
項
目
の
ひ
と
つ
が
土
地
の

産
物
「
銀
・
銅
・
彩
色
（
染
料
）・

草
木
・
禽
獣
・
魚
・
虫
等
」、

で
し
た
。
宍
禾
郡
の
郡
名
の
由

来
に
も
登
場
す
る
鹿
は
、
特
別

な
存
在
と
し
て
物
語
の
中
で
語

ら
れ
ま
す
が
、
狼
は
「
禽
獣
」

と
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
で
は
、
宍
禾
郡
で
は
、
ど

こ
に
狼
が
生
息
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
前
回

紹
介
し
た
柏か

し
わ
の野
里
の
敷し

き
く
さ草
村

（
千
種
町
）
の
項
に
、「
鉄ま

が
ね

を

出い
だ

す
」
の
次
に
「
狼
・
熊
住

め
り
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伝
統
的
な
年
中
行
事
が
消
え

て
い
く
現
代
社
会
の
中
で
、
初

詣
や
門
松
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
習
俗
が
残
っ
て
い
る
の
が

お
正
月
で
し
ょ
う
。
正
月
は
、

三
が
日
を
中
心
と
す
る
「
大
正

月
」
と
、
正
月
の
火
祭
り
、
ト

ン
ド
が
各
地
で
行
わ
れ
る
十
五

日
を
中
心
と
す
る
「
小
正
月
」

と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
今
は

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

「
狐
追
い
」「
狐
狩
り
」
は
、
そ

の
小
正
月
の
習
俗
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
、佐
用
の
商
人
が

ま
と
め
た「
西
播
怪
談
実
記
」

に
、狐
か
ら
狐
火
を
奪
っ
た
牧

谷
村（
山
崎
町
上
・
下
牧
谷
）の

男
の
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。「
蔦つ

た

澤ざ
わ

の
伝
説
と
民
話
集
」（
語
り
・

矢
野
寅
之
助
、筆
者
・
小
西
優
）

に
よ
れ
ば
、牧
谷
あ
た
り
で
は

か
つ
て
狐
火
の
行
列
、「
狐
の
嫁

入
り
」が
見
ら
れ
た
と
か
。

二
つ
め
は
安あ

な

し師
里
（
姫
路
市

安
富
町
）
で
、
や
は
り
「
狼
・

熊
住
め
り
」。
三
つ
目
の
石
作

里
の
「
波は

か加
の
村
」（
波
賀
町
）

も
、
四
つ
目
の
御み

か

た方
里
（
一

宮
町
）
の
山
に
も
「
狼
・
熊

住
め
り
」。
奈
良
時
代
、
狼
と

熊
の
生
息
地
は
同
じ
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
狼
は
や
が
て
信
仰
の
対
象

と
な
り
、「
山
の
お
犬
」
と
し

て
畏
れ
敬
わ
れ
ま
し
た
。
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
絶
滅
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
養
父
市

の
養
父
神
社
な
ど
、
兵
庫
県

で
も
日
本
に
お
け
る
狼
信
仰

の
名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。
前
々

回
「
雨
を
め
ぐ
る
物
語
」
で

触
れ
た
波
賀
町
上
野
の
宝
殿

神
社
に
は
、
狼
の
狛
犬
が
鎮

座
し
て
い
ま
す
。

（
播
磨
学
研
究
所
研
究
員
　
埴
岡
真
弓
）

おいでよ図書館へ

▲下牧谷に鎮座する式内社、大倭
物代主神社

▲

宝
殿
神
社
の
狼
像

　
秋
祭
り
の
奉
納
相
撲
は
有
名

【
　  

月
】

2

【
　  

月
】

1えほんのじかん
おはなしのじかん

宍粟市立図書館 ☎ 62-4620

毎週土曜日
午前10時30分～午前11時

　４歳以上の子どもたちを対
象に、絵本を読んだり、昔話を
語ったりします。申し込みは不
要です。始まる時間までに図書
館へお越しください。

マ
ラ
ラ
　
教
育
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
、

世
界
を
変
え
た
少
女

	

著
者
／
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ

	

　
　
／
パ
ト
リ
シ
ア
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク

	

　
　
　
道
傳
愛
子 

訳

高
齢
者
の
日
常
生
活
サ
ポ
ー
ト

	

監
修
／
桑
原
紀
子

　
史
上
最
年
少
で
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
少
女
マ
ラ
ラ

の
手
記
。
幼
少
期
の
思
い
出
、

武
装
勢
力
タ
リ
バ
ン
の
侵
攻
、

銃
撃
を
う
け
た
日
か
ら
現
在
ま

で
の
様
子
を
綴
っ
て
い
ま
す
。
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